
広報

●稲枝駅舎改築工事による市営駐車場の閉場
●寒さから水道管を守りましょう
●募集　日帰りキャンプ「荒神っ子クラブ」
●危ない！歩きたばこ　
●消防だより
　暖房器具・燃料の取り扱いにご注意を！
●ノロウイルスによる
　食中毒に注意しましょう
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彦
根
市
の
財
政

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳

入
が
３
９
７
億
２
、
２
２
２
万
４
千
円
、
歳
出

が
３
７
８
億
８
、
０
１
３
万
６
千
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
べ
、
歳
入
で
１
・
３
％
の
減
、
歳

出
で
１
・
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
は
左
表
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課
☎
30-

６
１
０
７

番
、
☎
22-

１
３
９
８
番

平成24年度に取り組んだ主な事業

決算

その他   文化・文化財の分野

○名勝「玄宮楽々園」保存整備事業
　　　　　3,336 万 1 千円

　　御
ご

書
しょ

院
いん

棟の復元が完成し、一般公開を行いま
した。

○博物館資料収集保管事業
　　　　　　　　　　　2,130 万 8 千円

　彦根市指定文化財である「関ヶ原合戦図」を
含む木

き

俣
また

清
せい

左
ざ

衛
え

門
もん

家資料全 571 点を所有者か
ら購入しました。

○世界遺産登録推進事業　　230 万 5 千円
　　彦根ユネスコ協会と連携しながら、彦根城の

世界遺産登録に向け、市民の皆さんと一緒に盛
り上げていくための活動を行いました。

平成24年度

   都市基盤・環境の分野

○彦根駅東土地区画整理事業　   
　　　　　　　　　　4億6,885万4千円
　　湖東圏域の新たな玄関口にふさわしい土地利

用と、まちづくりを進めるため、引き続き彦根
駅東地区の整備を行いました。

○低炭素社会構築事業　   3,324 万 2 千円
　住宅用太陽光発電システムなどの設置への補
助や、市民の皆さんと共同で公共施設に太陽光
発電施設の設置を行いました。

○通学路安全対策事業　　1,828 万 1 千円
　　他府県で発生した通学路での死亡事故を受け、

通学路の安全確保のため整備を行いました。

　
　
　
　

人権・福祉・安全の分野

○福祉医療費助成事業　　7 億 1,050 万円
　　乳幼児福祉医療費助成制度のうち、入院費を

無料とする対象を小学校卒業前まで拡充し、保
健・医療の充実を図りました。

○地域医療支援センター整備事業　   　　
　　　　　　　　　1 億 9,344 万 2 千円

　　医療と福祉が一体となって、市民の皆さんの
健康づくりや、一次救急医療、在宅医療の中核
的な機能を担う「彦根市保健・医療複合施設」
の整備を進めました。

○暴力団追放モデル地区支援事業　　　　
　　　　　　　　　　　　　　500 万円

　　地域一体となった暴力団追放の取り組みを支
援するため、モデル地区に対して、防犯カメラ
設置の助成を行いました。

生涯学習・産業の分野

○緊急経済対策住宅リフォーム促進事業
　　　　　　　　　　　　　5,598 万 6 千 円

　経済対策の一環として、市内経済の活性化や
雇用創出を図るため、住宅リフォームに助成を
行いました。

○環境保全型農業直接支援対策事業
　　　　　2,015 万 1 千円

　　地球温暖化防止など環境に配慮した営農活動
を行う生産者に助成を行いました。

○誘客リレーイベント開催事業
　　　　　　　　　　　   　660 万 6 千円
　　戦国をテーマとした多彩なイベントを開催し、

観光客の誘致と観光の PR を行いました。

○東中学校校舎等整備事業　   
　　　　　　　　　　1億1,775万3千円
　　旧校舎解体後のグラウンド造成などのために、

外構工事を行いました。
○民間保育所施設整備事業
　　　　　　　　　　　　1 億 587 万 4 千円
　　増加する待機児童を解消するため、民間保育

所の新設工事に補助を行いました。
○湖東定住自立圏病児・病後児保育事業

　　　　　544 万 7 千円
　　保護者が働いている場合などで、児童が病気

の際に自宅での保育が困難な場合、一時的に児
童を保育する保育所を開設しました。

○消防救急デジタル無線整備事業　   　　
　　　　　　　　　2 億 6,414 万 4 千円

　　消防救急無線のデジタル化を行い、災害発生
時における消防の広域応援や情報伝達の円滑化
を図りました。

○防災行政無線移動系デジタル化整備事業
　　　　　2 億 3,217 万 2 千円

　　老朽化した防災行政無線のデジタル化や、各
避難所に無線機器の配備を行いました。

○幼稚園園舎耐震化事業
2,946 万 8 千円

　　市立幼稚園６園で、地震発生時の園児などの
安全を確保するため、園舎の耐震補強工事を行
いました。

次世代育成・市民交流の分野

◀
購
入
し
た
「
関
ヶ
原
合
戦
図
」

◀
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る

　

彦
根
駅
東
口

◀
病
児
・
病
後
児
保
育

　

施
設
を
開
設
し
ま
し
た

◀
「
彦
根
市
保
健
・
医
療

複
合
施
設
」
の
外
観

◀
昨
年
10
月
に
映
画
の
公
開

と
連
動
し
て
行
わ
れ
た

　

 

イ
ベ
ン
ト
「
三
成
の
戦
」

一般会計
歳入額 歳出額

397億 2,222万 4千円 378億 8,013万円６千円

特別会計
歳入額 歳出額

国民健康保険事業

下 水 道 事 業

休日急病診療所事業

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療事業

会計名

104億 2,789万 9千円 98億 4,523万 7千円

59億 6,086万 　　円 56億 9,187万 1千円

4,051万 5千円 2,760万 8千円

2億8,962万 4千円 2億8,962万 4千円

65億　403万 4千円 65億　　15万 7千円

10億　737万 7千円 9億9,150万 8千円

企業会計
病 院 事 業

水 道 事 業

101億 5,616万 4千円 99億 1,493万 7千円

20億 1,658万 8千円 18億 5,253万 6千円

◀
防
災
行
政
無
線
機
器
な
ど
を

備
え
た
災
害
対
策
本
部
室
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収
支
の
状
況

　

自
治
体
の
決
算
収
支
を
表
す
一

般
会
計
の
実
質
収
支
は
、
昭
和
33

年
度
以
降
毎
年
度
黒
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
決
算
は
、
過
去
最

高
の
約
17
億
６
、
４
３
４
万
１
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た(

グ
ラ

フ
１
）。

　

こ
れ
は
、
議
会
費
、
総
務
費
、

商
工
費
、
教
育
費
、
公
債
費
、
災

害
復
旧
費
と
い
っ
た
歳
出
が
前
年

度
に
比
べ
減
少
し
た
こ
と
に
加
え
、

歳
入
で
は
繰
越
金
、
諸
収
入
な
ど

の
自
主
財
源
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

貯
金
の
状
況

　

自
治
体
の
貯
金
に
あ
た
る
基
金

積
立
金
の
普
通
会
計
現
在
高
は
、

約
68
億
４
、
８
３
８
万
６
千
円
と

な
り
、
前
年
度
か
ら
約
８
億
７
７

８
万
８
千
円
増
加
し
ま
し
た
（
グ

ラ
フ
２
）。

　

主
な
要
因
は
、
財
源
調
整
機
能

を
持
つ
財
政
調
整
基
金
で
、
約
８

億
２
、
０
６
９
万
２
千
円
の
増
加

と
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
一
人
当
た
り
の
基

金
積
立
金
は
、
前
年
度
よ
り
６
千

円
増
の
約
６
万
１
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

借
金
の
状
況

　

自
治
体
の
借
金
に
あ
た
る
市
債

の
普
通
会
計
現
在
高
は
、
約
３
２

４
億
８
、
３
４
６
万
７
千
円
と
な

り
、
前
年
度
か
ら
約
３
億
５
、
８

７
２
万
５
千
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
（
グ
ラ
フ
３
）。

　

主
な
要
因
は
、
臨
時
財
政
対
策

債
を
21
億
６
、
８
１
６
万
６
千
円

発
行
し
た
た
め
で
す
。
臨
時
財
政

対
策
債
と
は
、
も
と
も
と
地
方
交

付
税
の
一
部
で
、
国
の
財
源
不
足

か
ら
、
国
と
地
方
が
折
半
で
借
入

を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
後
年

度
に
支
払
う
元
金
と
利
子
は
、
全

額
交
付
税
で
支
払
わ
れ
る
こ
と
か

ら
「
交
付
税
の
後
払
い
」
と
も
い

わ
れ
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い

た
市
債
残
高
は
、
建
設
事
業
費
な

ど
を
抑
え
、
で
き
る
限
り
新
規
発

行
債
を
抑
制
し
た
た
め
、
前
年
度

よ
り
13
億
３
、
９
２
８
万
６
千
円

減
の
１
８
１
億
８
、
１
９
４
万
４

千
円
と
な
り
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
４
）。

　

ま
た
、
市
民
一
人
当
た
り
の
市

債
残
高
は
、
前
年
度
よ
り
２
千
円

減
の
約
28
万
９
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

財務
状況

連
結
財
務
書
類
４
表
の
公
表

　

財
産
と
将
来
負
担
を
適
切
に
把
握
し
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
企

業
会
計
の
複
式
簿
記
に
よ
る
会
計
手
法
に
合
わ
せ
、
資
産
や
負
債
、
資
金
な
ど
を

ま
と
め
た
財
務
書
類
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
決
算
の
財
務
書
類
を
通
じ
、
市
財
政
の
実
態
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決算からわかる

行政コスト計算書
項 目 普 通 会 計

コストと受益者負担である使用料などの収入を示しています

64億 9,551万円人にかかるコスト
（職員給与、退職手当など）

経
常
行
政
コ
ス
ト
（
Ａ
）

合 計

物にかかるコスト
（物品購入、光熱費など）

移転支出的なコスト
（補助金、社会保障給付など）

その他のコスト
（公債費の利子など）

91億 1,961万円

173億　920万円

5億3,520万円

334億 5,952万円

経
常
収
益
（
Ｂ
）

施設使用料や手数料など 22億 7,984万円

純経常行政コスト
（A) ー (B)

311億 7,968万円

（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

連 結

国民健康保険料、介護保険料など

病院事業収益、下水道使用料など

その他特定事業サービス収入

合 計

125億 4,561万円

176億 6,480万円

369億 6,044万円

34億 1,203万円

705億 8,288万円

128億 3,339万円
47億 4,440万円

130億 9,549万円
3億1,519万円

309億 8,847万円22億 7,984万円

395億 9,441万円

170

180
190
200
210
220

0

0

5

10

15

20

平成 24 年度平成 23 年度平成 22 年度

317

319

321

323

325

平成 24 年度平成 23 年度平成 22 年度

28

29

30

財政の健全化に
関 す る 指 標
区 分

①は彦根市の健全化判断比率を示し、
②は彦根市の公営企業などにおける資
　金不足比率を示しています

①健全化判断比率（％）

12.18

算定数値

早期健全化基準

財政再生基準

①実質
　赤字比率

②連結実質
　赤字比率

③実質公債
　費比率

④将来
　負担比率

20.00 30.00

17.18

11.7

25.0

35.0

55.0

350.0

区 分

②資金不足比率（％）

下水道事業特別会計

算定数値

20.0

農業集落排水事業特別会計

病院事業会計

水道事業会計

経営
健全化基準

20.0

20.0

20.0

彦根市の算定数値は、
いずれも基準以下に
なっています

貸 借 対 照 表
借 方

公共資産

道路、建物や土地などの資産と、それに要
した負債と財源との関係を示しています

1,393億
1,322万円

152億
6,602万円

49億
6,500万円

（平成25年 3月 31日現在）

1,595億
4,424万円

投資等

流動資産

資産合計

負債

[純資産の部 ]

純資産

負債・
純資産合計

貸 方

1,203億
5,500万円

1,595億
4,424万円

[ 資産の部 ] [ 負債の部 ]

項 目 普 通 会 計 連 結

2,477億
1,629万円

項 目 普 通 会 計 連 結

391億
8,924万円

1,136億
7,278万円

67億
　381万円 1,523億

7,704万円

116億
2,972万円

2,660億
4,982万円

2,660億
4,982万円
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稲
枝
駅
舎
改
築
工
事
に
よ
る

市
営
駐
車
場
の
閉
場

□市
交
通
対
策
課

平
成
26
年
か
ら
実
施
予
定
の
Ｊ

Ｒ
稲
枝
駅
舎
の
改
築
工
事
に
伴
い
、

彦
根
市
営
稲
枝
駅
前
駐
車
場
は
12

月
31
日
㈫
を
も
っ
て
閉
場
し
ま
す
。

未
使
用
回
数
券
の
現
金
へ
の
払

い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先  

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番

住
基
カ
ー
ド
無
料
交
付

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
終
了

　□市
市
民
課

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）の
無
料
交
付
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
12
月
27
日
㈮
の
申
請
で
終

了
し
ま
す
。
来
年
１
月
以
降
の
申

請
は
、
有
料
（
５
０
０
円
）
に
な
り

ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
は
、
顔
写
真
付
き

の
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利

用
で
き
、
ま
た
、
住
民
票
の
写
し

や
印
鑑
証
明
な
ど
を
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
コ
ン
ビ

ニ
）
で
取
得
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
（
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
登
録
が
必

要
で
す
）。

住
基
カ
ー
ド
の
申
請
場
所
は
、

市
民
課
ま
た
は
稲
枝
支
所
で
す
。

交
付
は
後
日
に
な
り
ま
す
。

本
人
確
認
の
た
め
運
転
免
許
証

と
健
康
保
険
証
な
ど
の
書
類
２
点

を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

住
基
カ
ー
ド
専
用
窓
口
を

開
設
し
ま
す

12
月
８
日
㈰
、
同
22
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

申
請
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民

課
☎
30-

６
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

不
正
取
得
を
防
ぐ

本
人
通
知
制
度
の
登
録

　□市
市
民
課

　

こ
の
制
度
は
、
本
籍(

国
籍)

が

記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
謄
本
な
ど
を
、
代
理
人
や
第
三

者
に
交
付
し
た
場
合
、
交
付
し
た

事
実
を
、
事
前
に
登
録
し
た
人
に

お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

障
害
者
雇
用
推
進
事
業
所

を
表
彰
し
ま
し
た

　□市
商
工
課

　

彦
根
市
・
彦
根
商
工
会
議
所
・
稲

枝
商
工
会
で
は
、
社
会
に
お
け
る

障
害
者
雇
用
の
重
要
性
を
広
め
、

障
害
者
雇
用
の
促
進
と
就
労
の
安

定
を
図
る
た
め
、
障
害
者
雇
用
に

理
解
と
熱
意
の
あ
る
事
業
所
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
６
回
目
と
な
り
、
審
査

の
結
果
、
次
の
２
事
業
所
を
被
表

彰
事
業
所
と
し
て
決
定
し
、
11
月

22
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
事
業
所
と
も
、
障
害
者
雇
用

を
積
極
的
に
推
進
し
、
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
る
職
場
実
習
な
ど

の
受
け
入
れ
や
、
障
害
特
性
や
本

人
の
状
況
を
踏
ま
え
た
実
習
時
の

丁
寧
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

採
用
後
に
は
、
個
々
の
状
況
を

踏
ま
え
た
き
め
細
か
な
職
務
配
置

や
働
き
や
す
い
職
場
環
境
整
備
を

図
る
な
ど
、
職
場
定
着
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎

30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

♦
東
び
わ
こ
農
業
協
同
組
合

　

営
農
・
信
用
・
共
済
・
販
売
・

観
光
・
葬
祭
業
務
な
ど
を
行
っ
て

い
る
事
業
所
で
す
。
従
業
員
数
４

８
４
人
（
常
用
雇
用
４
５
６
人
・
短
時

間
雇
用
28
人　

※
１
）
の
う
ち
７
人

が
障
害
者（
う
ち
重
度
障
害
者
３
人　

※
２
）
で
、
障
害
者
の
雇
用
率
は

２
・
13
％
で
す
。

♦
タ
カ
タ
株
式
会
社　

自
動
車
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
エ
ア

バ
ッ
ク
・
衝
撃
予
知
セ
ン
サ
ー
な

ど
の
開
発
・
製
造
を
行
っ
て
い
る

事
業
所
で
、
従
業
員
数
１
、
１
６

２
人
の
う
ち
16
人
が
障
害
者（
う
ち

重
度
障
害
者
は
８
人　

※
３
）
で
、
障
害

者
の
雇
用
率
は
２
・
07
％
で
す
。

※
１　

従
業
員
数
は
常
用
雇
用
を

１
人
、
短
時
間
雇
用
を
０
・
５

人
で
加
算
す
る
た
め
、
雇
用
率

の
計
算
で
従
業
員
数
は
４
７
０

人
に
な
り
ま
す
。

※
２　

重
度
障
害
者
は
２
人
に
換

算
す
る
た
め
、
障
害
者
の
雇
用

人
数
は
10
人
と
し
て
雇
用
率
を

計
算
し
て
い
ま
す
。

※
３　

重
度
障
害
者
は
２
人
に
換

算
す
る
た
め
、
障
害
者
の
雇
用

人
数
は
24
人
と
し
て
雇
用
率
を

計
算
し
て
い
ま
す
。

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
１
日
㈰
～
同
31
日
㈫

□市
交
通
対
策
課

運
動
の
重
点

①
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故

防
止

②
飲
酒
運
転
の
根
絶

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　

こ
れ
に
よ
り
、
不
正
に
請
求
を

し
て
取
得
し
た
戸
籍
謄
本
な
ど
を

使
用
し
た
人
権
侵
害
の
防
止
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
制
度
を
周

知
す
る
こ
と
で
、
委
任
状
の
偽
造
、

不
必
要
な
身
元
調
査
の
た
め
の
請

求
を
未
然
に
防
ご
う
と
す
る
も
の

で
す
。

対
象　

市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は

本
籍
が
あ
る
人(

か
つ
て
あ
っ
た

人
を
含
み
ま
す
）

登
録
方
法　

市
民
課
な
ど
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
に
必
要
な
も
の　

本
人
を
確

認
す
る
書
類(

運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
顔
写
真
入
り
の
公
的

な
資
格
証
明
書)

。詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民

課
☎
30-

６
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

年
末
の
ご
み
等
収
集
と

直
接
搬
入

　□市
清
掃
セ
ン
タ
ー

年
末
の
ご
み
等
収
集

　

年
末
の
ご
み
等
収
集
は
、
12
月

27
日
㈮
ま
で
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、

燃
や
す
ご
み
の
収
集
は
、
同
29
日

㈰
、
30
日
㈪
の
両
日
も
行
い
ま
す
。

収
集
区
域
な
ど
詳
し
く
は
「
ご
み

等
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

年
末
の
搬
入
は
混
雑
し
ま
す

　

年
末
の

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の

直
接
搬
入
は
、
た
い
へ
ん
混
雑
し

ま
す
。
家
庭
か
ら
出
る
「
燃
や
す

ご
み
」「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」「
缶
・
金
属
類
、
び
ん
類
」
は

地
域
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
粗
大
ご
み
も
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

12
月
29
日
㈰
、
同
30
日
㈪
の
粗

大
ご
み
の
搬
入
は
、
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で
で
す
。

※

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
す
る

と
き
は
、
事
前
に
分
別
を
徹
底

し
て
か
ら
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。

※
事
故
防
止
の
た
め
、
係
員
の
誘

導
に
従
い
、
経
路
を
守
っ
て
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
埋
立
ご
み
」
の
直
接
搬
入
は
、

中
山
投
棄
場
（
中
山
町
）
で
取

り
扱
い
ま
す
。
事
前
に

清
掃

セ
ン
タ
ー
、

生
活
環
境
課
、

支
所
、
各
出
張
所
で
許
可
書
の

発
行
を
受
け
、
中
山
投
棄
場
に

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

除
雪
作
業
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

 

　 

　 

□市
道
路
河
川
課　

　

彦
根
市
は
、
積
雪
で
交
通
に
影

響
が
出
な
い
よ
う
に
、
12
月
１
日

㈰
か
ら
翌
年
の
３
月
20
日
㈭
ま
で

の
積
雪
時
に
、
幹
線
道
路
を
中
心

に
除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
、
凍

結
防
止
の
た
め
の
作
業
や
除
雪
作

業
を
行
い
ま
す
。
交
通
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
作
業
の
妨
げ
と

な
る
路
上
駐
車
な
ど
を
し
な
い
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
彦
根
市
の
作
業
だ
け
で

は
、
全
て
の
路
線
を
短
時
間
に
除

雪
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
幹

線
道
路
以
外
の
集
落
内
道
路
や
通

学
路
・
歩
道
な
ど
は
、
自
治
会
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、
地
域
が
互
い
に
協

力
し
あ
っ
て
除
雪
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
河
川
課

☎
30-

６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

午
後
４
時
か
ら
ラ
イ
ト
を
点
灯

夕
方
や
夜
間
に
、
自
動
車
や
自

転
車
を
運
転
す
る
皆
さ
ん
、
ラ
イ

ト
を
つ
け
て
い
ま
す
か
。

「
ま
だ
見
え
る
か
ら
大
丈
夫
」な

ど
と
思
っ
て
い
た
ら
間
違
い
で
す
。

ラ
イ
ト
が
つ
い
て
い
な
い
と
、
前

を
歩
い
て
い
る
歩
行
者
や
他
の
車

は
、
あ
な
た
の
車
の
存
在
に
気
づ

く
の
が
遅
れ
ま
す
。

ま
わ
り
の
歩
行
者
や
運
転
者
に
、

気
づ
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
自

転
車
も
自
動
車
も
午
後
４
時
か
ら

ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先  

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

寒
さ
か
ら
水
道
管
を

守
り
ま
し
ょ
う

　□市
上
下
水
道
業
務
課

防
寒
の
仕
方

　

保
温
材
を
蛇
口
ま
で
巻
い
て
く

だ
さ
い
。
毛
布
・
布
な
ど
を
保
温

材
と
し
て
利
用
し
た
と
き
は
、
そ

の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い

て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
凍
り
つ
い
て

水
が
出
な
い
と
き
は

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上

か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け

て
氷
を
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

※
熱
湯
は
絶
対
に
使
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
水
道
管
が
破
裂
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

▼
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

バ
ル
ブ
を
閉
め
、
破
裂
し
た
部

分
に
布
や
テ
ー
プ
を
巻
い
て
応

急
手
当
を
し
、
彦
根
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者（
以
下　

指

定
工
事
事
業
者
）
に
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
敷
地
内
の
修
理
は
、
必
ず
指
定

工
事
事
業
者
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。修
理
に
か
か
る
費
用
は
、お

客
様
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

▼
年
末
年
始
は
、
各
指
定
工
事
事

業
者
が
休
み
に
な
り
ま
す
。
給

水
装
置
の
事
故
に
は
、
特
に
ご

ネットで年金の加入記録が確認できます

ねんきんネット
厚生年金の加入記録や、国民年金保険料の納

め忘れの確認などを、インターネットでいつで
も確認することができます。

利用するには、ユーザー ID とパスワードが必
要です。申し込みは日本年金機構ホームページ

（http://www.nenkin.go.jp/）からできます。
「ねんきんネット」についてご不明な点は、ね

んきんダイアルの番号へお問い合わせください。
ねんきんダイアル
☎ 0570-05-1165
ＩＰ電話・ＰＨＳからは
☎ 03-6700-1165

問い合わせ先　彦根年金事務所（外町）国民年金
課☎ 23-1114、FAX23-9038

▲住民基本台帳カード（見本）

注
意
く
だ

さ
い
。

※
水
道
の
給

水
に
関
す

る
工
事
は
、

法
令
の
基

準
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す

る
た
め
、
水
道
法
や
彦
根
市
の

条
例
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
工

事
事
業
者
が
、
施
工
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
指
定
工
事
事
業
者
名
は
、
彦
根

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
上
下
水
道

部
：
上
水
道
に
関
す
る
こ
と
）
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
業

務
課
☎
22-

２
７
２
２
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

５
４
３
３
番
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「
保
険
料
の
お
知
ら
せ
」
を

送
付
し
ま
す

〜
確
定
申
告
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜

　　　　　□市
保
険
料
課　

　

保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

は
、
所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
を

す
る
と
き
に
、
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
、
平
成
25
年
中
に
支

払
っ
た
保
険
料
額
の
申
告
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
間
に
、
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
対
し
、
12
月
下
旬
に
、
次
の
お

知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。
確
定
申

告
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
「
平
成
25
年
中
に
納
付
さ
れ
た

国
民
健
康
保
険
料
の
お
知
ら
せ
」

▼
「
平
成
25
年
中
に
納
付
さ
れ
た

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
お
知
ら
せ
」

※
国
民
健
康
保
険
料
は
、
世
帯
主

が
納
付
義
務
者
と
な
る
の
で
、

世
帯
主
に
送
付
し
ま
す
。

※
各
「
お
知
ら
せ
」
に
は
、12
月
以

降
に
納
付
さ
れ
た
金
額
は
、
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
12
月

以
降
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
領

収
書
を
添
付
し
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

※
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

額
（
特
別
徴
収
の
金
額
）
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
い
る
額
は
、
年
金

保
険
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
中
に
亡
く
な
ら
れ
た

人
も
、
確
定
申
告
を
す
る
と
き

に
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
送
付
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
料
課

☎
30-

６
１
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

平
成
26
年
度

金
亀
公
園
・
荒
神
山
公
園

年
間
利
用
調
整
会
議

　
髙
木
・
技
研
　
特
別
共
同
体

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
公
園
施

設
を
効
率
よ
く
利
用
い
た
だ
く
た

め
、
各
施
設
の
利
用
に
関
す
る
年

間
利
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
〜
同
27
年
３
月

に
、
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、

優
先
的
に
施
設
の
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、
申
込
用
紙
を
提
出
し
、

会
議
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

の
皆
さ
ん
か
ら
２
０
４
件
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
25

年
４
月
～
同
年
10
月
受
付
分
）

　

分
野
別
件
数
で
は
、
左
表
の
と

お
待
ち
し
て
い
ま
す

市
政
へ
の
意
見
・
提
言

□市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

彦
根
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
市
政
へ
の
参
加
を
さ
ら
に
進
め

て
い
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
考
え
を
お
聴
き
す
る
「
市
政
へ

の
意
見
・
提
言
」
の
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
の
進
め
て
い
る
政
策
な

ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

建
設
的
な
ご
意
見
・
ご
提
言
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
可
能

な
限
り
担
当
部
署
か
ら
文
書
・

電
話
な
ど
で
回
答
し
ま
す
。

▼
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
く
ま
で

に
、
１
か
月
程
度
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
匿
名
の
場
合
に
は
回
答
し
ま
せ

ん
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
方
法

郵
送
の
場
合

　
　

市
政
に
対
し
て
の
ご
意
見

を
、
左
の
封
筒
の
裏
面
に
書
い

て
く
だ
さ
い
。

　
　

記
入
後
、
封
筒
を
切
り
取
っ

て
、
隅
の
「
の
り
し
ろ
」
で
貼

り
合
わ
せ
て
ポ
ス
ト
へ
投
か
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
切
手
は
貼
ら

ず
に
そ
の
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
封
筒
は
広
報
ひ
こ
ね
に
年
２

回
掲
載
し
て
い
ま
す
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
す
る
場
合

　
　

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市

勢
の
情
報
→
行
政
情
報
に
あ
る

「
市
政
へ
の
意
見
・
提
言
」
の

リ
ン
ク
か
ら
入
り
、
専
用
の
入

力
フ
ォ
ー
ム
に
ご
意
見
な
ど
を

書
い
て
、送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

集
計
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
「
市
政
へ
の
意
見･

提
言
」
に
、

今
年
度
上
半
期
に
は
、
１
６
９
人

お
り
「
保
健
・
福
祉
」
へ
の
意
見

が
最
も
多
く
、
介
護
施
設
な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。　

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
意
見･

提
言
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
根
ざ
し
た
ご
意
見
、
ご
提

言
と
し
て
今
後
の
市
政
運
営
の
参

考
と
し
ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、

Ｅ
メ
ー
ル　

m
achizukuri@

m
a.city.hikone.shiga.jp

　

希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

対
象　

▼
金
亀
公
園
（
野
球
場
、テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
多
目
的
競
技
場
）

▼
荒
神
山
公
園
（
野
球
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
多
目
的
広
場
）

優
先
利
用
申
込
条
件
（
次
の
条
件
を

全
て
満
た
す
こ
と
）　

①
各
施
設
の
利
用
目
的
に
応
じ
た

も
の
で
あ
る
こ
と

②
参
加
者
が
お
お
む
ね
１
０
０
人

以
上
で
あ
る
こ
と

③
行
商
行
為
に
該
当
し
な
い
も
の

④
大
会
準
備
に
相
当
の
時
間
を
要

し
、
通
常
の
申
し
込
み
で
は
実

施
が
難
し
い
も
の

申
込
方
法　

公
園
管
理
事
務
所

（
金
亀
公
園
内
）
に
あ
る
所
定
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

平
成
26
年
１
月
8
日

㈬
（
必
着
）

会
議
開
催
日
時　

平
成
26
年
１
月

29
日
㈬　
午
前
10
時
〜

会
議
開
催
場
所　

市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
（
松
原
町
）
会
議
室
Ａ
・

Ｂ
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

髙
木
・

技
研　

特
別
共
同
体
☎
21-

３
９
２
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
２
２
７
番

平
成
26
年
度

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

年
間
使
用
調
整
会
議

 

　
　
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー　

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
施
設
を

効
率
よ
く
使
用
い
た
だ
く
た
め
、

優
先
使
用
に
関
す
る
年
間
使
用
調

整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
〜
同
27
年
３
月

に
、
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
市

民
体
育
セ
ン
タ
ー
の
優
先
使
用
を

希
望
す
る
団
体
は
、
申
込
用
紙
を

提
出
し
、
会
議
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。　

　

希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

優
先
使
用
申
込
条
件
（
次
の
条
件
を

全
て
満
た
す
こ
と
）　

①
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
が
目

的
で
あ
る
こ
と

②
参
加
者
が
お
お
む
ね
１
０
０
人

以
上
で
あ
る
こ
と

③
日
程
な
ど
が
す
で
に
決
定
さ

れ
、
通
常
の
申
し
込
み
（
開
催

日
の
90
日
前
か
ら
）
で
は
実
施
が

難
し
い
も
の

④
他
の
施
設
で
は
実
施
で
き
な
い

も
の

申
込
方
法　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

12
月
23
日（
月
・
祝
）ま

で
（
休
館
日
を
除
く
）

会
議
開
催
日
時　

平
成
26
年
１
月

24
日
㈮　
午
後
２
時
〜

会
議
開
催
場
所　

市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
（
松
原
町
）
会
議
室

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
体

育
セ
ン
タ
ー
☎
23-

２
２
９
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

２
２
９
４
番

▲金亀公園（多目的競技場）

▲市民体育センター（第一競技場）
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「
電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
」

有
効
期
限
の
確
認

□県
計
量
検
定
所

「
電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
」
と
は
、

貸
し
ビ
ル
・
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
一

括
し
て
電
力
会
社
に
支
払
っ
た
電

気
料
金
を
、
各
テ
ナ
ン
ト
な
ど
の

使
用
量
に
応
じ
て
配
分
す
る
た
め

に
使
う
電
気
計
器
の
こ
と
で
す
。

子
メ
ー
タ
ー
に
は
、
計
量
法
で

有
効
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

期
限
を
過
ぎ
た
も
の
は
取
り
替
え

が
必
要
で
す
の
で
、
最
寄
り
の
電

気
工
事
店
や
修
理
事
業
者
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

関
西
地
区
証
明

用
電
気
計
器
対
策
委
員
会
事
務

局
☎
06-

６
４
５
１-

２
３
５

５
番

彦
根
市
で
出
さ
れ
る
ご
み
量

彦
根
市
で
は
約
11
万
人
が
生

活
し
、暮
ら
し
て
い
く
中
で
、多

く
の
ご
み
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
量
は
１
日
に
約
１
２
０
ト

ン
。
１
人
当
た
り
１
キ
ロ
グ
ラ

ム
以
上
の
ご
み
を
、
毎
日
出
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
滋
賀
県
の
市
町
の

中
で
、
一
番
多
い
ご
み
の
量
で

す
。
ご
み
の
処
理
に
必
要
な
お

金
も
、１
年
間
に
約
12
億
円
、１

人
当
た
り
１
万
円
を
超
え
る
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。

ご
み
が
最
後
に
行
く
所

ご
み
の
中
で
も
、
い
ち
ば
ん

量
が
多
い
の
は
「
燃
や
せ
る
ご

み
」。
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
燃
や

し
た
後
は
、
灰
が
残
り
ま
す
。

そ
の
灰
が
最
後
に
た
ど
り
着

く
場
所
は
大
阪
湾
で
す
。
海
の

中
に
作
ら
れ
た
埋
立
地
で
、
14

年
後
の
平
成
39
年
ま
で
、
近
畿

２
府
４
県
か
ら
焼
却
灰
な
ど
を

受
け
入
れ
る
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

計
画
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
と
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
伝
わ
る
架
空
の
鳥
で

す
。
寿
命
が
近
づ
く
と
炎
に
飛

び
込
み
、
灰
の
中
か
ら
再
び
生

ま
れ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

捨
て
る
前
に
ひ
と
手
間
だ
け

現
実
の
埋
立
地
は
、
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
の
よ
う
に
無
限
に
再

生
し
、
使
え
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ご
み
袋
を
集
積
所
に
出
す
前

に
、
そ
の
中
身
を
も
う
一
度
見

直
し
ま
し
ょ
う
。

▼
資
源
に
な
る
古
紙
は
混
じ
っ

て
い
な
い
か

▼
食
べ
残
し
や
生
ご
み
が
多
く

な
い
か

▼
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
も
の

を
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
に
出

し
て
い
な
い
か

ご
み
を
捨
て
る
前
に
、
ひ
と

手
間
だ
け
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

第
12
回　

１
人
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
、
彦
根
市
は
県
内
ワ
ー
ス
ト

福
祉
有
償
運
送
の
登
録
に

か
か
る
申
請
の
ご
案
内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
障
害
福
祉
課　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
範
囲
で
、
外
出
時

に
支
援
が
必
要
な
要
介
護
認
定
者

や
身
体
障
害
者
な
ど
を
車
を
使
っ

て
、
有
償
で
移
送
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉

有
償
運
送
）を
提
供
す
る
場
合
に
は
、

「
道
路
運
送
法
」
に
基
づ
き
、運
輸

支
局
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

登
録
に
は
、「
彦
根
市
福
祉
有
償

と
も
に
生
き
る 

あ
た
た
か

い
ま
ち 

彦
根
を
目
指
し
て

12
月
３
日
～
同
９
日
は
障
害
者
週
間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
障
害
福
祉
課　

障
害
者
週
間
は
、
障
害
の
あ
る

人
や
障
害
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心

や
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
る
た
め

の
週
間
で
す
。

彦
根
市
で
は
「
み
ん
な
が
と
も

に
生
き
る　

安
心
と
生
き
が
い
の

あ
る
ま
ち　

彦
根
」
を
基
本
理
念

と
し
た
「
ひ
こ
ね
障
害
者
ま
ち
づ

く
り
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
誰
も

が
支
え
合
い
、
共
生
で
き
る
ま
ち

を
目
指
し
て
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

11
月
２
日
に
滋
賀
県
立
大
学
交

流
セ
ン
タ
ー
で
、「
障
害
者
理
解

と
虐
待
予
防
講
演
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
市
内
を
は
じ
め
県
内
各

地
か
ら
３
５
０
人
の
参
加
が
あ
り
、

障
害
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
ま
し
た
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉

え
て
障
害
理
解
の
啓
発
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-
９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

障
害
年
金
の
お
知
ら
せ

視
野
の
障
害
の
認
定
基
準
が

変
わ
り
ま
し
た

　
　
　
彦
根
年
金
事
務
所

視
野
の
障
害
の
２
級
の
基
準
が

一
部
追
加
さ
れ
、
今
ま
で
該
当
し

な
か
っ
た
人
が
該
当
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

改
正
前

両
眼
の
視
野
が
５
度
以
内

（
Ⅰ
／
２
視
標
）

改
正
後

①
両
眼
の
視
野
が
５
度
以
内

　
（
Ⅰ
／
２
視
標
）

②
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

▼
両
眼
の
視
野
が
10
度
以
内

　
（
Ⅰ
／
４
視
標
）

▼
中
心
10
度
以
内
の
８
方
向
の
残

存
視
野
の
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
の

合
計
が
56
度
以
下（
Ⅰ
／
２
視
標
）

ご
自
身
の
障
害
の
状
態
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
お
客
様
相
談
室
☎

23-

１
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
８
番

販売中です 

「2014 県民手帳」

価格　１冊 500 円（販売窓口でお支
払いください）

販売窓口　 企画課、支所、各出
張所（予約は不要です）

※ 湖東合同庁舎（元町）１階売店、
平和書店（アル・プラザ彦根３階、
大東町）、宮脇書店（尾末町）、本の
がんこ堂彦根駅前店（大東町）、天

て ん し ん ど う

晨堂ビバシティブッ
クセンター（竹ケ鼻町）、HYPERBOOKS（ハイパーブッ
クス）彦根店（戸賀町）でも販売しています。

販売期限　平成 26 年１月 31 日㈮
※ 湖東合同庁舎１階売店では、期間に関係なく販売し

ています。
問い合わせ先　 企画課☎ 30-6101、FAX22-1398

運
送
運
営
協
議
会
」
の
合
意
が
必

要
で
す
。
福
祉
有
償
運
送
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
お
う
と
す
る
団
体
は
、

期
限
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
25
日
㈬　

午
後

５
時
15
分

※
今
回
の
申
請
分
は
、
平
成
26
年

１
月
下
旬
ま
た
は
同
年
２
月
上

旬
に
開
催
予
定
の
「
彦
根
市
福

祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
」
で

審
査
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他　

必
要
書
類
、
様
式
な
ど

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦

根
市
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議

会
事
務
局
（

障
害
福
祉
課
内
）

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

▲ 11 月に行われた講演会
の様子
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ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合

日
本
セ
ン
タ
ー

冬
期
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

〈
内
容
〉
総
合
的
な
英
語
力
の
取

得
を
目
指
す
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
時

間
や
目
的
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ

ま
な
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
留
学

や
就
職
の
準
備
の
た
め
に
、
あ
る

い
は
自
己
啓
発
の
た
め
に
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
。  

※
各
講
座

の
開
講
日
時
、
受
講
料
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

〈
開
講
期

間
〉
平
成
26
年
１
月
６
日
㈪
〜

３
月
29
日
㈯
（
コ
ー
ス
に
よ
り
開
講

曜
日
、
回
数
が
異
な
り
ま
す
）　
〈
場

所
〉
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合
日

本
セ
ン
タ
ー
（
松
原
町
）　

※
④
の

み
大
阪
ガ
ス
総
合
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

デ
ィ
リ
パ
彦
根
（
大
東
町
）　
〈
コ
ー

ス
〉（
１
ク
ラ
ス
１
時
間
30
分
）
①
デ

イ
タ
イ
ム　
（
月
〜
金
曜
日　

３
万
６

千
円
〜
）

②
夜
間　
（
基
礎
級　

毎
週
月
曜
日　

３
万
８
、
５
０
０
円
、
中
・
上
級　

毎

週
木
曜
日　

４
万
２
千
円
）
③
土
曜

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
（
入
門
、
基
礎

級
毎
週
土
曜
日　

各
４
万
２
千
円
） 

④

楽
し
く
学
ぶ
英
会
話
（
基
礎
、
中
・

上
級　

毎
週
木
曜
日　

各
３
万
２
、
４

０
０
円
）　
〈
申
込
期
限
〉
12
月
７

日
㈯　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合
日
本

セ
ン
タ
ー
（
松
原
町
）
☎
26-

３
４

ウ
ィ
ズ
多
文
化
交
流
セ
ミ
ナ
ー

「
韓
国
『
食
』
の
旅
〜
キ
ム

チ
作
り
に
挑
戦
！
〜
」

〈
内
容
〉料
理
を
通
し
て
文
化
や
生

活
習
慣
の
違
い
を
認
識
し
、
理
解

と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。
日
本
に
あ

る
食
材
で
で
き
る
本
格
的
な
韓
国

料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。　
〈
日

時
〉
12
月
20
日
㈮　

午
後
６
時
30

分
〜
同
８
時
30
分　
〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ズ
」（
平
田
町
）
調
理
実
習
室　
〈
対

象
〉
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人　
〈
定
員
〉
20
人
（
先
着
順
）　

〈
費
用
〉
１
、５
０
０
円
（
材
料
費
を

含
む
）　
〈
申
込
期
間
〉12
月
４
日
㈬

〜
同
18
日
㈬　
〈
持
ち
物
〉ふ
き
ん

２
枚
、
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン　
〈
託

児
〉
０
歳
〜
就
学
前　

※
１
人
２

０
０
円
、
要
事
前
申
込　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番
※
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

星
空
教
室

冬
の
星
座
と
惑
星
と

〈
内
容
〉冬
の
星
座
を
案
内
し
ま
す
。

〈
日
時
〉12
月
13
日
㈮　

午
後
７
時

〜
同
９
時
　〈
場
所
〉
子
ど
も
セ

ン
タ
ー
（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉
天
文

に
興
味
の
あ
る
人　
〈
費
用
〉３
０

０
円
（
小
学
生
以
上
）　
〈
問
い
合
わ

せ
先
〉
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６

４
６
番　

※
当
日
開
始
時
間
ま
で

に
、
直
接

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
悪
天
候
な
ど

の
場
合
は
中
止
に
な
り
ま
す
。
午

後
４
時
以
降
に
開
催
の
有
無
を
確

認
し
て
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

小
学
校
低
学
年
向
け

ジ
ュ
ニ
ア
天
文
ク
ラ
ブ

〈
内
容
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
で

望
遠
鏡
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。　

〈
日
時
〉12
月
22
日
㈰　

午
後
４
時

〜
同
５
時
　
〈
場
所
〉

子
ど
も

セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉
小

学
１
年
生
〜
３
年
生　
　
〈
定
員
〉

16
人
（
保
護
者
同
伴
）　
〈
費
用
〉
３

-

０
０
５
５ 

野
瀬
町
１
８
７-

４
）
☎

23-

７
８
１
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３

０
８
０
番　

※
は
が
き
に
①
住
所

②
氏
名
（
小
・
中
学
生
の
場
合
は
学
校

名
・
学
年
も
）
③
フ
リ
ガ
ナ
④
年
齢

⑤
電
話
番
号
⑥
段
・
級
位
を
書
い

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ッ
ト
ン
ボ
ー
ル
で

リ
ー
ス
作
り

〈
内
容
〉
ふ
わ
ふ
わ
の
綿
の
実
を

使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
の
リ
ー
ス
飾

り
を
作
り
ま
す
。　
〈
日
時
〉
12

月
７
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
同

３
時
　
〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
日
夏
町
）
多
目
的
室　
〈
対

象
〉小
学
生
（
３
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）　　
〈
定
員
〉
15
人
（
先
着
順
）　

〈
費
用
〉
３
０
０
円　
〈
申
込
開
始

日
〉
12
月
１
日
㈰
午
前
８
時
30
分

〜　
〈
持
ち
物
〉
筆
記
用
具
、は
さ

み　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４

５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

子
育
て
講
座

「
育
児
の
こ
と
や
お
母
さ
ん

の
体
ケ
ア
に
つ
い
て
」

〈
内
容
〉
育
児
の
こ
と
で
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
（
母
乳
の
こ
と
や
、

子
ど
も
の
成
長
の
こ
と
な
ど
）
や
、
お

母
さ
ん
の
体
の
ケ
ア
な
ど
に
つ
い

て
助
産
師
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
す
。

〈
日
時
〉
12
月
17
日
㈫　

午
前
10

時
〜
同
11
時
30
分
      
〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
会
議

室　
〈
対
象
〉生
後
５
か
月
〜
３
歳

の
子
ど
も
の
保
護
者　
〈
定
員
〉25

人（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉無
料　
〈
申

込
開
始
日
〉
12
月
３
日
㈫
〜
同
12

日
㈭　
〈
託
児
〉
20
人
（
先
着
順
）　　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子

ど
も
未
来
室
☎
28-

１
５
８
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電

話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

直な
お

弼す
け

杯
囲
碁
大
会

〈
日
時
〉
平
成
26
年
１
月
25
日
㈯ 

午
前
９
時
30
分
〜
（
受
付　

午
前
９

時
〜
）　
〈
場
所
〉
彦
根
商
工
会
議

所
（
中
央
町
）
４
階
大
会
議
室　

〈
対
象
〉
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人　
〈
定

員
〉
１
２
０
人
（
先
着
順
）　
〈
対
局

方
法
〉
申
込
状
況
に
よ
り
、
段
・

級
位
を
考
慮
し
て
、
７
ク
ラ
ス
程

度
に
分
か
れ
て
対
局　
〈
競
技
形

式
〉 
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
準
ス
イ
ス

方
式
で
行
い
ま
す
。（
詳
し
く
は
当

日
説
明
し
ま
す
）　
〈
費
用
〉
高
校

生
以
上
千
円
、
小
・
中
学
生
５
０

０
円　
〈
申
込
期
限
〉
平
成
26
年

１
月
17
日
㈮ 　
〈
そ
の
他
〉
今
大

会
で
の
小
・
中
学
生
の
受
賞
者
は

「
ひ
こ
に
ゃ
ん
子
ど
も
文
化
芸
術

大
賞
」
の
対
象
に
な
り
ま
す
。　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教

育
委
員
会
文
化
振
興
室（
〒
５
２
２

０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
３
５
６

番
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.
jcm

u.net

日
帰
り
キ
ャ
ン
プ

「
荒
神
っ
子
ク
ラ
ブ
」

〈
内
容
〉①
餅
つ
き
、凧た

こ

づ
く
り
、凧

揚
げ
②
恵
方
巻
き
づ
く
り
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ　
〈
日
時
〉

①
平
成
26
年
１
月
11
日
㈯
、
②
同

２
月
１
日
㈯　
各
午
前
10
時
〜
午

後
４
時　
〈
場
所
〉

荒
神
山
自

然
の
家
（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉
彦
根

市
、
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲
良
町
、

多
賀
町
に
住
む
小
学
４
〜
６
年
生　

〈
定
員
〉　

各
20
人（
先
着
順
）　　
〈
費

用
〉
千
円
（
材
料
費
）　
〈
申
込
期

限
〉
12
月
13
日
㈮　
　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

荒
神
山
自
然
の

家
（
月
曜
日
は
休
館
）
☎
28-
１
８

７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１
８
７
２

番　

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

０
０
円
（
保
護
者
は
無
料
）　
〈
申
込

開
始
日
〉
12
月
14
日
㈯
午
前
８
時

30
分
〜
（
先
着
順
）　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話
か
直
接
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▲昨年の直弼杯囲碁大会の様子
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危ない！歩きたばこ
マナーを守って住みよいまちづくり

11 月９日に開かれた「彦根市子ども議会」で、質問に立った小学生から「た
ばこを持って歩く大人とすれ違って怖い思いをした」との発言がありました。

歩きたばこは、火のついたたばこを持って歩くことで、周囲の人に接触す
る可能性があるので危険です。特に、子どもには、たばこを持つ大人の手が、
顔に当たる恐れがあります。

屋外で喫煙するときは、決められた場所で喫煙しましょう。

彦
根
市
立
旭
森
小
学
校

場
所　

東
沼
波
町
３
０
０
番
地

創
立　

明
治
６
年

児
童
数　

７
４
０
人（
平
成
25
年
４
月
）

教
育
目
標　
「
自
分
の
よ
さ
を
生

か
し
、
意
欲
的
に
学
習
に
取
り

組
み
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く

生
き
る
児
童
の
育
成
」

旭
森
小
学
校
は
、
芹
川
に
面
し
、

大
堀
山
と
鞍く

ら

掛か
け

山や
ま

が
間
近
に
あ
る

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
学
校
で
す
。

全
児
童
が
普
段
か
ら
マ
ナ
ー
の

向
上
を
目
的
と
し
た「
一い

っ
こ
う
い
ち
こ
う

校
一
行
」

運
動
の
一
環
と
し
て
、
靴
を
そ
ろ

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
校
の
縦
割
活
動
で
は
、

高
学
年
の
児
童
た
ち
が
中
心
に
な

り「
縦
割
遊
び
」や
運
動
会
で「
応

援
合
戦
」
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
伝
統
あ
る
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
活
動
で
は
、
運
動
会
や

学
区
の
防
犯
パ
レ
ー
ド
、
城
ま
つ

り
パ
レ
ー
ド
で
の
発
表
に
向
け
て
、

６
年
生
が
日
々
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

▲靴をいつもきれいにそろえて
います

▲運動会での応援合戦の様子▲マーチングバンド活動

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

し
め
な
わ
作
り
教
室

〈
内
容
〉
わ
ら
を
使
っ
て
、お
正
月

に
飾
る
素
朴
な
し
め
な
わ（
玄
関
用

の
も
の
、従
来
型
〈
一
の
字
型
〉
と
リ
ー

ス
型
）
を
作
り
ま
す
。　
〈
日
時
〉

12
月
26
日
㈭　

午
前
９
時
30
分
〜

同
11
時
30
分　
〈
場
所
〉グ
リ
ー
ン

ピ
ア
ひ
こ
ね
（
清
崎
町
）　
〈
対
象
〉

市
内
に
在
住
の
人　
〈
定
員
〉30
人

（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
５
０
０
円
（
従

来
型
）、
６
０
０
円
（
リ
ー
ス
型
）
※

い
ず
れ
も
参
加
費
、
材
料
費
含
む　

〈
申
込
期
間
〉12
月
３
日
㈫
〜
同
13

▶
灰
皿
に
詰
め
込
ま
れ
て

い
る
た
ば
こ
の
包
み
紙

（
10
月
10
日
撮
影 

・
Ｊ
Ｒ

彦
根
駅
西
口
）

先日、「ブラジル人の中には、例えば、タナカ・エ
ヴェリン・サチエさんのように、日本風の名前とブ
ラジル風の名前がある人がいるのはなぜですか？」
と聞かれました。

　名字に関しては、日本では婚姻や出生で届け出
る名字は１つと決まっていますが、ブラジルでは、
婚姻時には女性は自分と夫の両方の名字を、出生時
には母方と父方の両方の名字を結合し、「氏」とし
て届け出ることがあります。中には、母方の祖父母
と父方の祖父母の 4 つの名字を入れる場合もあり
ます。

また、名前に関しては、日本で暮らしているブラ
ジル人の中には、子どもに自分のルーツを忘れない
ようにブラジル風の名前を、そして、日本の社会に
もなじめるように日本風の名前をならべて付ける
人もいます。家ではブラジル風の名前、学校などで
は日本風の名前を使うようにできるからです。

　つまり、最初の質問に出てきた例では、エヴェ
リン（Evelin）は家族や親戚から呼ばれる名前で、サ
チエ（Satie）という日本風の名前を学校などで使え
るようにしているわけです。

　逆に、ブラジルに住む日系人にも同様なことが
言えます。（実は、私自身にも日本風の名前があります）

ただ、日本で暮らすブラジル人の場合は、日本人と
は違って氏名が長いので、日本での申請書や署名の
氏名欄が小さくて文字が収まらず、不便を感じる人
もいるようです。
　名前の付け方にもいろいろありますね。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】

ひこね市生涯学習人材バンク
　教育・文化・芸術・レクリエーションなどの豊富
な経験があり、指導できる人を探しています。
　あなたの知識・技能・経験を、地域の学習の場に
生かしてみませんか。詳しくは、彦根市ホームペー
ジをご覧いただくか、お問い合わせください。
申込・問い合わせ先
　 教育委員会生涯学習課☎ 24-7974、FAX23-

9190

学校支援・地域ボランティア
　学習活動の補助や安
全確保・環境整備など

「できる人が」「できると
きに」「できること」を
支援していただく学校
支援ボランティアの募
集をしています。
　芸術・スポーツや外国語会話、パソコンなど専門
知識・技術を持っている人が、地域ボランティア（講
師）として応募していただくことも大歓迎です。
　「子どもや地域のために役に立ちたい」という熱い
思いを持っている人の力を学校にお貸しください。
申込・問い合わせ先
　 教育委員会生涯学習課☎ 24-7974、FAX23-

9190、または最寄りの小・中学校

日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
☎
25-

３

９
０
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

３
９
７

２
番　

※
参
加
費
と
材
料
費
を
添

え
て
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

「
湖
国
寮
（
東
京
都
）」
入
寮
者

〈
内
容
〉大
学
入
試
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。「
湖
国
寮
」
で
は
、

入
寮
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
湖

国
寮
」
と
は
、
首
都
圏
の
大
学
な

ど
に
進
学
す
る
滋
賀
県
出
身
の
学

生
の
た
め
の
寮
で
す
。
寮
の
施
設

や
設
備
、
入
寮
資
格
な
ど
の
詳
細

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

〈
場
所
〉東
京
都
武
蔵
野
市
西
久
保

２-

15-

30
（
Ｊ
Ｒ
中
央
線
三
鷹
駅
か

ら
徒
歩
15
分
）　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

公
益
財
団
法
人
湖
国
協
会
（
三み

十そ

木ぎ

さ
ん
）
☎
０
４
２
２-

55-

１
１

３
５
番
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.kokokuryo.com

/
※喫煙場所の灰皿に、たばこの包み紙や空き缶などが放置されている例も見

かけます。まちの景観を損ねるだけでなく、ボヤも発生する可能性があり
危険です。燃やせるごみ、空き缶、ペットボトルなどは、それぞれ所定の
ごみ箱へ。お互いにマナーを守って、住みよいまちづくりに心がけたいも
のです。
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　美
し
い
日
本
の
叙
情

　
　
　
　
　
　
　名
歌
と
と
も
に…

新
春
コ
ン
サ
ー
ト

　美
し
い
日
本
の
叙
情

　
　
　
　
　
　
　名
歌
と
と
も
に…

　　
日
時　

平
成
26
年
１
月
19
日
㈰

　
　
　

午
後
２
時
～
（
同
１
時
30
分
開
場
）

場
所　

み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
（
田
原
町
）

　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

出
演　

ソ
プ
ラ
ノ　
　
　

髙
木
充み

ち

江え

（
写
真
上
）

　
　
　

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ　

林　

育
子
（
写
真
下
）

　
　
　

ピ
ア
ノ
伴
奏　
　

今
堀
智
子

　【
演
奏
予
定
曲
】　
　
こ
の
道

　
　
　
浜
辺
の
歌

　
　
　
荒
城
の
月

　
　
　
花

夏
の
思
い
出

ち
い
さ
い
秋
み
つ
け
た

雪
の
降
る
街
を

京
の
雪
月
花

入
場
料

　

▼
前
売　

１
、
０
０
０
円
【
好
評
発
売
中
】

　

▼
当
日　

１
、
２
０
０
円

前
売
券
販
売
窓
口
　
平
和
堂
ア
ル
プ
ラ
ザ
彦
根
・
ビ

バ
シ
テ
ィ
平
和
堂
の
各
く
ら
し
の
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
、
み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
43-

８
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
43-

８
１
１
２
番

　　　　みずほ寄席 vol.5　　　年忘れ上方落語会

　　笑福亭晃瓶×笑福亭瓶太 兄弟会
日
時　

12
月
23
日
（
月・祝
）　

午
後
２
時
～
（
同
１
時
30
分
開
場
）

場
所　

み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
（
田
原
町
）
ホ
ー
ル

出
演　

笑
福
亭
飛
梅
（
落
語
）

　
　
　

笑
福
亭
瓶
太
（
落
語
）

　
　
　

シ
ン
デ
レ
ラ
エ
キ
ス
プ
レ
ス
（
漫
才
）

　
　
　

笑
福
亭
晃
瓶
（
落
語
）

入
場
料

　

▼
前
売　

１
、０
０
０
円　

▼
当
日　

１
、２
０
０
円

前
売
券
販
売
窓
口
　
平
和
堂
ア
ル
プ
ラ
ザ
彦
根
・
ビ
バ
シ

テ
ィ
平
和
堂
の
各
く
ら
し
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、ひ
こ

ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
、み
ず
ほ
文
化
セ

ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
43-

８
１
１

１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
43-

８
１
１
２
番

前売
券発

売中

笑
しょう

福
ふ く

亭
て い

晃
こ う

瓶
へ い

笑
しょう

福
ふ く

亭
て い

瓶
へ い

太
た
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第208回

　

家
紋
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
を
表
す
文

様
の
こ
と
で
、
天
皇
家
の
菊
紋
や
徳
川
将

軍
家
の
葵
紋
が
有
名
で
す
。

　

家
紋
の
歴
史
を
紐ひ

も

解と

く
と
、
平
安
時
代

の
貴
族
が
、
自
分
の
牛
車
に
装
飾
と
し
て
、

ま
た
他
者
と
の
識
別
の
た
め
、
独
自
の
文

様
を
入
れ
た
こ
と
が
起
源
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

平
安
時
代
末
期
に
武
士
が
台
頭
し
始
め

る
と
、
彼
ら
の
間
に
も
独
自
の
文
様
の
使

用
が
浸
透
し
て
い
き
ま
す
。し
か
し
、貴
族

が
装
飾
的
な
意
味
で
文
様
を
使
用
し
て
い

た
こ
と
に
対
し
、
武
士
の
間
で
は
、
主
に

家
紋
が
表
さ
れ
た
武
具　
―
井
桁
の
旗
印
と
橘
の
馬
印
―

　

写
真
２
の
作
品
は
、
テ
ー
マ
展

「
橘
と
井
桁
―
彦
根
藩
井
伊
家
の
家

紋
― 

」
で
12
月
22
日
㈰
ま
で
展
示

し
て
い
ま
す
（
期
間
中
無
休
）。

戦
場
に
お
い
て
敵
と
味
方
と
を
区
別
す
る

目
印
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
軍

勢
の
標
識
で
あ
る
旗
印
や
陣
幕
に
は
、
所

属
を
示
す
文
様
が
付
け
ら
れ
、
独
自
の
文

様
は
、
家
を
表
す
も
の
、
つ
ま
り
家
紋
へ

と
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
戦
国
時
代
に

徳
川
軍
で
活
躍
し
た
井
伊
家
に
お
い
て
も
、

家
紋
が
表
さ
れ
た
旗
印
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

彦
根
城
博
物
館
が
所
蔵
す
る
関
ヶ
原
合

戦
図
に
は
、
赤
い
甲か

っ

冑ち
ゅ
うに
身
を
包
む
一
団

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。「
井
伊
の
赤
備
え
」

で
知
ら
れ
る
井
伊
直な

お

政ま
さ

が
率
い
る
軍
団
で
、

直
政
の
後
ろ
で
は
兵
が
、
赤
地
に
金
で
井い

桁げ
た

を
表
し
た
大
き
な
旗
を
持
っ
て
い
ま
す

（
写
真
１
）。
井
桁
は
、彦
根
藩
井
伊
家
の
家

紋
の
１
つ
で
す
。
人
物
よ
り
も
大
き
く
描

か
れ
た
旗
が
、
こ
の
集
団
が
井
伊
家
の
軍

勢
で
あ
る
こ
と
を
示
す
目
印
と
し
て
、
戦

場
で
ひ
と
き
わ
目
立
つ
存
在
で
あ
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

井
桁
を
表
し
た
巨
大
な
旗
印
は
、
数す

う

流
り
ゅ
う

が
現
存
し
、
関
ヶ
原
合
戦
で
使
用
し
た
と

伝
え
る
１
流
は
、
長
さ
が
２
・
５
メ
ー
ト

ル
以
上
、
幅
も
１
・
５
メ
ー
ト
ル
を
超
し
、

見
る
者
を
圧
倒
し
ま
す
。

　

さ
て
、彦
根
藩
井
伊
家
の
家
紋
に
は
、井

桁
の
ほ
か
に
丸
に
橘

た
ち
ば
な

紋も
ん

が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
橘
を
あ
し
ら
っ
た
巨
大
な
旗
印
の

現
存
作
例
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
江

戸
時
代
後
期
に
編へ

ん

纂さ
ん

さ
れ
た
諸
家
の
系
譜

を
ま
と
め
た
「
寛か

ん

政せ
い

重ち
ょ
う

修し
ゅ
う

諸し
ょ

家か

譜ふ

」
に

は
、
井
伊
家
の
家
紋
に
関
す
る
記
事
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
橘
紋
は
衣
服

に
用
い
、
井
桁
は
幕
の
紋
と
し
た
と
記
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
用
途
ご
と
に
使
い
分
け
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

井
桁
は
、
４
本
の
直
線
を
組
み
合
わ
せ

た
簡
潔
な
形
で
あ
り
、
橘
紋
と
比
べ
る
と
、

遠
く
か
ら
で
も
分
か
り
や
す
い
文
様
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
と
も
と
武
士

に
と
っ
て
の
家
紋
が
、
目
印
と
い
う
目
的

が
主
で
あ
っ
た

こ
と
を
鑑
み
れ

ば
、
分
か
り
易

い
文
様
が
、
旗

印
や
陣
幕
と

い
っ
た
人
や
家

の
存
在
を
明
示
す
る
た
め
に
用
い
た
道
具

に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、
当
然
の
結

果
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
一
方
で
、
写
真
２
の
よ
う
に
、

家
紋
の
橘
を
立
体
化
さ
せ
て
上
部
に
付
け

た
馬
印
も
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
馬
印

は
、
橘
の
造
形
や
表
面
の
仕
上
げ
な
ど
の

特
徴
か
ら
江
戸
時
代
後
期
の
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
馬
印
は
、
合
戦
の
際
に
武
将
の

側
に
立
て
、
そ
の
所
在
を
示
す
も
の
で
、

井
伊
家
で
は
、
も
と
も
と
金
色
に
塗
ら
れ

た
蠅は

え

取と
り

形な
り

の
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
し
た

（
写
真
１
）。
大
き
な
円え

ん

錐す
い

状じ
ょ
うの
蠅
取
形
は
、

井
桁
の
旗
印
と
同
様
に
戦
場
で
目
を
引
い

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

泰
平
の
世
に
お
い
て
も
、
目
立
た
せ
る

こ
と
が
馬
印
の
目
的
で
あ
れ
ば
、
引
き
続

き
蠅
取
形
で
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
家
が
重
視
さ
れ
た
江
戸
時
代

は
、
目
立
た
せ
る
こ
と
以
上
に
、「
家
」
を

示
す
橘
紋
を
使
う
こ
と
に
意
義
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

古
幡
昇
子
）

▲写真 1　井桁の旗印を持つ兵（右）と蠅取形
馬印を持つ兵（左）　　（関ヶ原合戦図　部分）

▲写真 2
　金箔押橘形馬印

ほ
会

ほ
会

んんも

会会会会会
のの”ほほほほほほほほほほ“
会会会いの 会会会会会会会出のと
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暖
房
器
具
・
燃
料
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
を
！

ス
ト
ー
ブ

▼
使
い
始
め
る
前
に
は
、
清
掃
と

安
全
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
は
灯
油

で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
に
入

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

▼
ス
ト
ー
ブ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど

に
ほ
こ
り
な
ど
が
溜た

ま
っ
て
い

る
と
、
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的

に
フ
ィ
ル
タ
ー
の
清
掃
や
点
検

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
ト
ー
ブ
は
、
壁
や
カ
ー
テ
ン

か
ら
離
し
て
置
き
ま
し
ょ
う
。

雑
誌
や
新
聞
紙
な
ど
燃
え
や
す

本
格
的
な
冬
の
到
来
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
ス
ト
ー
ブ
・
こ
た
つ
な

ど
の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
石
油
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
手
入
れ
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。

消
防
本
部
管
内(

彦
根
市
・
犬
上
郡)

で
は
、
平
成
24
年
中
に
ス

ト
ー
ブ
か
ら
出
火
し
た
火
災
が
２
件
発
生
し
、
死
者
も
発
生
し
て
い

ま
す
。

暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、
取
扱
説
明
書
を

よ
く
読
ん
で
、
正
し
い
方
法
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

い
も
の
を
近
く
に
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
洗
濯
物
を

乾
か
す
の
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

ス
ト
ー
ブ
に
洗
濯
物
が
接
触
し

た
り
、
干
し
て
い
た
洗
濯
物
が

落
下
し
て
火
災
と
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

▼
給
油
は
い
っ
た
ん
火
を
消
し
て

か
ら
。

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
中
に
燃

料
補
給
す
る
と
、
ス
ト
ー
ブ
に

誤
っ
て
灯
油
な
ど
を
垂
ら
し
て

し
ま
い
火
災
に
な
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

ま
た
、
燃
料
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
な

ど
に
給
油
し
た
ら
、
口く

ち

金が
ね

を

し
っ
か
り
閉
め
、
漏
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
就
寝
時
、
外
出
時
に
は
、
必
ず

消
火
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ス
プ
レ
ー

缶
を
使
用
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
の
可
燃
性
ガ
ス
が

ス
ト
ー
ブ
の
炎
に
引
火
し
て
火

災
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、

ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
使
用
す
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト

電
気
毛
布

　

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
に
重
い

家
具
な
ど
置
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

取
扱
説
明
書
に
書
い
て
あ
る
重

量
以
上
の
も
の
を
カ
ー
ペ
ッ
ト
の

上
に
置
く
と
、
内
部
の
ヒ
ー
タ
ー

線
を
傷
め
、
断
線
す
る
と
、
出
火

の
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
電
気
毛
布
は
内
部
の
ヒ
ー

タ
ー
線
が
ね
じ
れ
た
り
偏
っ
た
り

し
て
い
な
い
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

表
面
に
キ
ズ
や
破
れ
が
あ
っ
た
り
、

内
部
の
ヒ
ー
タ
ー
線
が
露
出
し
て

い
た
り
す
る
場
合
は
危
険
で
す
。

使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

電
気
こ
た
つ

　

比
較
的
安
全
と
思
わ
れ
る
電
気

こ
た
つ
も
、
使
用
方
法
を
誤
る
と
、

火
災
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
電
気
こ
た
つ
の
中
で
衣
類
を
乾

か
さ
な
い
。

▼
電
源
コ
ー
ド
が
こ
た
つ
の
脚
な

ど
の
下
敷
き
に
な
っ
た
状
態
で

使
用
し
な
い
。

▼
外
出
な
ど
で
留
守
に
す
る
場
合

は
、
電
源
を
切
り
、
電
源
プ
ラ

グ
を
抜
く
。

灯油の保管

　灯油用の容器は、ポリエチレン製（右の写真）ま
たは金属製のもの（以下、灯油ポリかん）で、安全基
準適合のラベルが貼付されている確かな製品を使
用しましょう。また、安全・安心のため、次のこ
とに注意してください。
▶引火防止のため、灯油ポリかんを火気から２

メートル以上離してください。
▶灯油ポリかんが侵され、変形し、漏れるおそれがあるので、灯油

以外のもの（ガソリンなど）は絶対に入れてはいけません。
▶紫外線の影響を受ける状態での保管は、ポリかんの劣化が早く進

むため、直射日光を避けた冷暗所に保管しましょう。影響を受け
ない場合でも、５年を目安に取り替えると安全です。

▶ポリかんの栓をしっかりと締め密栓し保管しましょう。
▶地震時に容器が転倒したり、落下物によって容器が破損したりし

ないように注意しましょう。
※灯油ポリかんには、使用上の注意事項が表示されています。よく

読んで安全にお使いください。

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１
４
４
番

　
　
（
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
同
４
時
15
分
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

３
７
０
番

 

（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

警
察
（
警
察
相
談
専
用
電
話
）　

☎
＃
９
１
１
０
番

事
例　
「
１
日
最
大
５
０
０
円
」
と
表
示
さ
れ
た
看
板
を

見
て
、
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
を
利
用
し
た
。
３
日
目
の

午
前
10
時
に
出
庫
し
た
と
こ
ろ
、
料
金
表
示
に
３
９

０
０
円
と
表
示
さ
れ
た
。
自
分
は
１
、
５
０
０
円
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
自
動
販
売
機
に
小
さ
く
表
示
が
あ
り

「
入
庫
当
日
限
り
１
日
５
０
０
円
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円
か
か
る
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

　
　

や
む
な
く
支
払
っ
た
が
、
表
示
が
分
か
り
づ
ら
い
。

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
は
、

不
特
定
多
数
の
利
用
者
が
空

い
て
い
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に

自
動
車
を
駐
車
し
、
利
用
し

た
時
間
分
の
料
金
を
支
払
う

時
間
貸
し
駐
車
場
で
あ
り
、

無
人
の
場
合
も
多
い
よ
う
で

す
。
路
上
駐
車
の
取
り
締
ま

り
強
化
や
比
較
的
小
さ
な
敷

地
で
も
設
置
で
き
る
た
め
数

も
増
え
、
出
か
け
た
先
で
自

動
車
を
駐
車
し
た
い
と
思
う

消
費
者
に
と
っ
て
は
便
利
で

身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
伴
い

ト
ラ
ブ
ル
も
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

右
記
の
よ
う
な
事
例
の
ほ

か
「
精
算
時
に
お
釣
り
が
出

な
い
旨
の
表
示
が
小
さ
か
っ

た
」「
平
日
料
金
と
休
日
料
金

の
違
い
が
分
か
り
づ
ら
い
」

「
精
算
機
の
前
で
バ
ッ
ク
し

た
ら
、
駐
車
券
紛
失
と
し
て

高
額
な
料
金
請
求
を
受
け

た
」
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、

日
本
パ
ー
キ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス

協
会
に
対
し
、
誤
解
を
招
く

表
示
を
避
け
、
利
用
者
が
駐

車
前
に
分
か
る
よ
う
に
利
用

条
件
を
掲
示
す
る
こ
と
を
要

望
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
側

と
し
て
も
「
１
日
最
大
○
○

円
」
な
ど
大
き
な
表
示
だ
け

を
参
考
に
せ
ず
、
表
示
内
容

を
確
認
し
て
利
用
し
ま
し
ょ

う
。
旅
先
な
ど
で
は
季
節
的

な
需
要
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
に
よ
っ
て
利
用
料
金
や
条

件
が
変
わ
り
ま
す
の
で
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
代
金
の
支
払
い
に

は
釣
り
銭
が
出
る
の
か
、
紙

幣
は
何
が
使
え
る
の
か
な
ど

も
事
前
に
規
約
を
読
み
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

詐
欺
や
悪
徳
商
法
に

ひ
っ
か
か
ら
な
い
講
座

　

近
年
、
お
年
寄
り
や
主
婦
な

ど
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
や
振

り
込
め
詐
欺
な
ど
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
害
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
希
望
す
る
団

体
を
対
象
に
消
費
生
活
の
出

前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

内
容　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
教
材
と
し

た
講
習
、
消
費
生
活
相
談
員

の
話
、
質
疑
応
答

対
象　

自
治
会
、
老
人
会
な
ど

時
間　

約
１
時
間
（
午
前
９
時

～
午
後
４
時
）　

　

※
時
間
は
調
整
で
き
ま
す
。

　場
所　

公
民
館
な
ど
、
希
望
の

場
所
に
出
張
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環

境
課
☎
30-

６
１
１
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番
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伊い

藤と
う

し
ず
く
ち
ゃ
ん

（
正
法
寺
町
）

池い
け

部べ

碧あ
お

依い

ち
ゃ
ん

（
地
蔵
町
）

岡お
か
　
む
ら村
優ゆ

杏あ

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

不妊治療費の助成をしています
特定不妊治療費の助成

対象者（次の全てを満たす人）
▶治療中および申請時に市内に住所があり、法律

上の婚姻をしている夫婦
▶「滋賀県不妊に悩む方への特定治療支援事業」の

助成を受けている人
▶夫婦のいずれもが市税を滞納していない人

助成額　不妊治療に要した費用から、滋賀県の助成
金を差し引いた額を彦根市から助成します。特定
不妊治療（保険診療外）に対して、1回の治療につき
上限5万円（※下記の助成額の治療方法のときは2万5千
円）を、1年度目は3回、2年度目以降は2回を限度
に、通算10回を超えない範囲で助成します。助成
期間は5年間とし、他市町村で助成を受けていた
期間も合わせます。

　※助成額2万5千円に該当する治療方法
●以前に凍結した胚を解凍して胚移植を実施
●採卵したが卵が得られない、または状態のよい

卵が得られないため中止
申請期限　県の「滋賀県不妊に悩む方への特定治療

支援事業」の決定日から3か月以内

人工授精治療費の助成

対象者（次の全てを満たす人）
▶治療日および申請時に市内に住所があり、法律

上の婚姻をしている夫婦
▶夫婦の前年所得の合計額が730万円未満であ

る人
▶夫婦のいずれもが市税を滞納していない人

助成額　人工授精に要した自己負担の半額 (千円未満
は切り捨て)を助成します。助成期間は通算2年間と
し、助成金額は通算5万円です。

申請期限　平成26年3月31日㈪。ただし、治療終了
日が同年3月1日㈯～同31日㈪である場合のみ、
申請期限は同年4月30日㈬です。

申請と決定　いずれも 健康推進課
に申請してください。申請後、審査
のうえ決定します。詳しくは、彦根
市ホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください。　

申請・問い合わせ先
　 健康推進課

引っ越します
　平成 26 年 1 月から、 健康推進
課が「彦根市保健・医療複合施設（八
坂町・市立病院敷地内）」に移転します。
　
各サービスをご
利用の際は、会場
をご確認のうえ、
お越しください。

第30回　健康のつどい講演会
日時　12 月 7 日㈯ 14：30〜16：30
場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）エコーホール
内容
▶第1部　「超高齢化社会における彦根市立病院の役割」
　　　　　講師：日村好

よし

宏
ひろ

さん（彦根市立病院副院長）

▶第2部　「良い睡眠のための生活術」
　　　　　講師：宮崎総一郎さん
　　　　　　　　　（滋賀医科大学睡眠学講座教授）

定員　200 人
問い合わせ　彦根医師会☎ 23-3580　

日時　平成26年１月８日㈬
9：00 〜、10：00 〜、11：00 〜

場所　保健・医療複合施設（八坂町・市立病
院敷地内）

定員　3 人（各時間 1 人、予約制）

内容
●たばこへの依存度が分かる検査
　▶肺の汚れ度チェック
　　（呼気中の一酸化炭素の濃度測定）

　▶たばこの依存度チェック
　　（尿中ニコチン濃度検査）

●たばこのやめ方について
　のアドバイス
申込・問い合わせ先　 健康推進課

もうすぐ完成
彦根市保健・医療複合施設（八坂町・市立病院敷地内）

「彦根休日急病診療所」
「彦根市保健・医療複合施設」には、3つの施設が入ります。今

回は「彦根休日急病診療所」を紹介します。
「彦根休日急病診療所」では、休日、祝日、年末年始における1

次救急医療機関として、主に高度な検査や入院の必要がない患
者を対象に診療を行います。

現在は、福祉保健センター1階（平田町）で診療を行っています
が、平成26年2月2日㈰からは、保健・医療複合施設1階（八坂町・
市立病院敷地内）に移転します。

市立病院敷地内で診療を行うことで、2次救急医療機関（主に
高度な検査や入院治療が必要な重症患者が対象）との役割分担を明確
にし、救急医療体制の充実を目指します。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
冬
季
を
中

心
に
発
生
す
る
感
染
性
胃
腸
炎
の

原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
感

染
力
が
非
常
に
強
く
、
ご
く
少
量

の
ウ
イ
ル
ス
で
も
口
か
ら
体
内
に

入
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

●
症
状

感
染
後
、
１
～
２
日
で
、
吐
き

気
、
下
痢
、
お
う
吐
、
腹
痛
、
発

熱
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
そ

の
後
１
週
間
、
長
い
と
き
に
は
１

か
月
程
度
ウ
イ
ル
ス
の
排
出
が
続

き
ま
す
。

●
症
状
が
み
ら
れ
た
ら

お
う
吐
や
下
痢
が
続
く
と
き

は
、
脱
水
症
状
に
な
ら
な
い
よ
う

に
水
分
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
抵
抗

力
の
弱
い
子
ど
も
や
高
齢
者
は
、

症
状
が
重
く
な
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
早
め
に
医
療
機
関
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

●
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
を
知
り
、

感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

▼
加
熱
処
理　

食
品
に
つ
い
た
ウ

イ
ル
ス
を
殺
す
に
は
、
加
熱

処
理
が
有
効
で
す
。
食
品
は
、

85
℃
以
上
で
１
分
以
上
加
熱
処

理
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
少
量
で
発
生　

ウ
イ
ル
ス
は
数

個
か
ら
１
０
０

個
程
度
で
も
感

染
し
ま
す
。
ウ

イ
ル
ス
を
洗
い

流
す
た
め
調
理
の
前
後
、
ト
イ

レ
の
後
な
ど
は
、
せ
っ
け
ん
で

よ
く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼
人
か
ら
人
に
感
染　

ウ
イ
ル
ス

は
、
人
の
体
内
で
の
み
増
え
、

便
の
中
に
多
量
に
出
て
き
ま

す
。
感
染
力
が
強
く
、
ト
イ
レ

の
後
の
手
指
や
吐
い
た
も
の
が

空
気
中
に
飛
び
散
る
こ
と
か
ら

で
も
感
染
し
ま
す
。

　
　

吐
い
た
も
の
や
便
の
処
理
を

す
る
と
き
は
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
で
静
か
に
拭
き
取
り
、
０
・

０２
％
次
亜
鉛
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

の
消
毒
液
（
塩
素
系
漂
白
剤
）
に

浸
し
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
密
閉
し

て
捨
て
ま
し
ょ
う
。
床
は
消
毒

後
に
水
拭
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
消
毒
は
熱
湯
な
ど
を
使
っ
て　

調
理
器
具
の
消
毒
は
、
熱
湯
ま

た
は
次
亜
鉛
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

の
消
毒
液
（
塩
素
系
漂
白
剤
）
を

使
っ
て
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
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●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
3
0
1
号

（
平
成
2
5
年
1
2
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
4
9
,9
5
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
1
円（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

表
紙
の
写
真

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲 

良 

町
、
多
賀
町

と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

◆
流
域
河
川
な
ど
の
一
斉
清
掃

圏
域
内
に
は
、
芹
川
・
犬
上
川
・
宇
曽
川
を

は
じ
め
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
河
川
が
流
域
を
形

成
し
て
い
ま
す
。

鈴
鹿
山
系
を
源
と
す
る
こ
れ
ら
の
川
は
、
水

辺
の
生
き
物
の
住
み
か
と
な

り
、
平
野
部
を
流
れ
農
地

を
潤
す
な
ど
、
大
切
な

水
資
源
と
し
て
私
た

ち
に
多
く
の
恵
み

を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。

そ
ん
な
地
域

の
河
川
環
境
を

守
る
た
め
の
活

動
に
は
、
下
表
の

と
お
り
地
域
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る

一
斉
清
掃
が
あ
り
ま

す
。

地
域
の
活
動
を
通
し

て
、
人
と
人
と
の
交
流
に
つ

な
が
り
、
河
川
流
域
の
環
境
が
保
全
さ
れ
る
よ

う
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

人口と世帯数
　　　　　　平成25年11 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,766 人（＋　75）
　55,725 人（＋　35）

57,041 人（＋　 40）
45,050 世帯（＋　55）

圏
域
で
は
、
市
町
の
境
界
を
越
え
て
流
れ
る
河
川
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
環

境
保
全
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
　

生
活
環
境
課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

◆
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業

は
、
身
近
に
取
り
組
め
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し

て
、
ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ
オ

な
ど
の
つ
る
性
植
物
を

使
い
、
冷
房
効
果
や
日
よ

け
効
果
を
高
め
る
た
め

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

特
選

　

公
共
部
門　

甲
良
町
役
場
（
甲
良
町
在
士
）

事
業
所
部
門　

豊
郷
郵
便
局
（
豊
郷
町
石
畑
）

　

個
人
部
門　

１
作
品　

入
選

　

公
共
部
門

　

▼
彦
根
幼
稚
園
池
州
分
園
（
池
州
町
）　

▼
豊
郷
町
役
場
（
豊
郷
町
石
畑
）

▼
西
中
学
校
（
金
亀
町
）

　

事
業
所
部
門　

　

▼
株
式
会
社
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
彦
根
工
場

（
高
宮
町
）

　

個
人
部
門　

１
作
品

審
査
員
特
別
賞

　

公
共
部
門

　

▼
城
東
小
学
校
（
京
町
二
丁
目
）

　

▼
稲
枝
東
幼
稚
園
（
稲
部
町
）

　

▼
愛
荘
町
役
場
愛
知
川
庁
舎（
愛
荘
町
愛
知

川
）

　

事
業
所
部
門　

　

▼
甲
良
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
つ
ら
ぎ
（
甲
良

町
下
之
郷
）

　

※
個
人
名
は
公
表
し
ま
せ
ん
。　

表
紙
の
写
真
は
、
昨
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の
ひ

と
つ
で
、
ま
も
な
く
完
成
す
る
保

健
・
医
療
複
合
施
設
で
す
。

こ
の
施
設
に
は
、
３
つ
の
機
能

が
あ
り
ま
す
。
休
日
急
病
診
療
所
、

医
療
福
祉
推
進
セ
ン
タ
ー
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
す
。

今
後
も
、
医
療
や
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン

保
健
・
医
療
複
合
施
設

▲豊郷郵便局の緑のカーテン


